
船舶事故調査報告書 

 

                              平成２２年１１月１１日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                   委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

委   員  山 本 哲 也 

委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突（上架中の船舶） 

発生日時 平成２２年６月２６日 ０８時３０分ごろ 

発生場所 網手
あ で

地区 兵庫県姫路市家島港

 家島港網手西防波堤灯台から真方位０６３°４４０ｍ付近 

（概位 北緯３４°４０.０′ 東経１３４°３１.６′） 

事故調査の経過 平成２２年７月３０日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報  

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

石材・砂利採取運搬船 第八住
すみ

力
りき

丸、４９０トン 

 １３３０６９、岡田石材株式会社 

 ６７.４３ｍ×１３.２０ｍ×７.１０ｍ、鋼 

 ディーゼル機関、７３５kＷ、平成４年１２月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６９歳 

五級海技士（航海） 

 免 許 年 月 日 昭和４７年４月２８日 

  免 状 交 付 年 月 日 平成２１年４月２７日 

  免状有効期間満了日 平成２７年４月２０日 

 死傷者等 なし 

 損傷 本船 左舷船首ブルワークにペイント剥離 

上架中の船舶 左舷船尾フェアリーダのローラーが損傷 

 事故の経過  本船は、船長ほか４人が乗り組み、兵庫県姫路市家島港網手地区にある

造船所（以下「本件造船所」という。）に向かい、平成２２年６月２５日１

９時４０分ごろ、同造船所付近の網手港防波堤（内）（以下｢内防波堤｣とい

う。)の南側（外側）に左舷係留して待機した。 

 船長は、翌２６日０７時３０分ごろ本件造船所担当者との打ち合わせを

行い、０８時２０分ごろ内防波堤を離れて右回頭し、内防波堤の北側（内

側）にある本件造船所南側の岸壁（以下「本件岸壁」という。）に向けて移

動を開始した。 

 本船は、内防波堤の沖で右回頭したのち、船首を北東に向け、南寄りの

風を船尾方向から受けながら約２ノットの対地速力で、手動操舵により航

行した。 

船長は、バウスラスターを使用して右回頭操船中、突風を伴う南南東風

が吹くようになり、風速約１３m/s の強風を右舷船尾方向から受けて船尾

が左方に圧流され、右回頭が困難となって本船の船首が本件造船所に上架

中の船舶（以下「上架船」という。）に接近した。 

船長は、機関を後進にかけ、バウスラスターを使用したが、圧流に抗す
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ることができず、０８時３０分ごろ本船の左舷船首が上架船の左舷船尾に

衝突した。 

本船は、衝突後、本件岸壁に船尾係留索をとり、ウインチを使用するな

どして、自力で本件岸壁に右舷付けした。 

 気象・海象 気象：天気 雨、風向 南南東、風力 ６、視界 やや不良 

   事故発生後、播磨南西部地域に、強風・波浪注意報が発表された。

海象：ほぼ高潮時 

 その他の事項  家島港網手地区は、出入口が南に向いた入江で、出入口付近が東西約１

００ｍ、奥行約２００ｍの広さで、入江の最も奥に本件造船所や渡船桟橋

などがある。また、本件岸壁は、入江の東側にあって長さが約１８０ｍで

ほぼ南北方向に築造されており、本船は、同岸壁に右舷横付けをする予定

であった。  

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

あり 

 本船は、家島港網手地区において、本件岸壁に

右回頭しながら着岸作業中、風力６の風を右舷船

尾方向から受けて左方に圧流されたことから、本

件造船所の上架船に衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、家島港網手地区において、本件岸壁に右回頭しなが

ら着岸作業中、風力６の風を右舷船尾方向から受けて左方に圧流されたた

め、上架船に衝突したことにより発生したものと考えられる。 

 




